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[はじめにはじめにはじめにはじめに] 我々は、小型で高感度のリング光共振器

を用いたバイオセンサーを研究している[1]。感度お

よび温度安定性向上のために図1に提案する差動式リ

ング共振器バイオセンサーを提唱し、屈折率変化量と

出力のシミュレーションを行った。図2のように屈折

率変化量と出力の関係に直線部が確認された。一方、

リング間距離を変えて共振波長ばらつきを測定したと

ころ共振波長ばらつきは0.2nm/mm(距離)であった。リ

ング間距離を100µmで設計すると共振波長ばらつきは

0.02nmなので直線部に収められる。これらから動作点

を直線の中央に設定することでばらつきがあっても検

出感度を一定にできると考えられる[2]。 

[実験結果、考察実験結果、考察実験結果、考察実験結果、考察] これまで図3のように差動リングに

流路をMEMS技術を用いて作製して流路に試料を流す

ことで測定を行った[3]。参照リングは純水、検出リン

グはショ糖水溶液を流して出力の変化を測定した。今

回は生体試料前立腺特異抗原(PSA)の抗体の検出を行

った。参照リング検出リングともにSi-tagを吸着させた

状態から検出リングに抗体を吸着させて出力の測定

を行った。結果を図4に示す。シミュレーションと比

較すると10
-8から10

-6％にかけて一致していた。次は抗

原を使用して測定を行い、結果を報告する。 
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図 1 差動式バイオセンサー 

図 2 屈折率変化量と出力の関係 
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図 4 PSA 抗体差動検出 

図 3 流路付加差動 Si リング光共振器
バイオセンサー 
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